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地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の規定に

より教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行政の推進に資

するとともに、住民への説明責任を果たしていくために実施していくものである。 
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鹿島市教育委員会  
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１０款．教育費 

（１項）教育総務費 

P1・・・幼稚園就園奨励事業 

P2・・・スクールカウンセラー事業・教育相談員事業 

P3・・・鹿島市日韓子ども交流事業・外国青年招致事業・特別支援学校等通学対策事業 

P4・・・特別支援教育支援員事業・学校生活支援員事業・金管バンド指導支援員活用事業 

P5・・・フッ化物洗口むし歯予防事業・コミュニティ・スクール推進事業・補充学習等支援事業 

P6・・・未来にはばたく子供育成事業 

P7・・・ふれあい囲碁事業・学力向上対策事業・香取市の子どもたちとの交流事業 

P8・・・学力向上サポーター事業・児童自立支援事業・教育支援事業 

（２項・３項）小学校費・中学校費 

P9・・・教材等備品整備事業・児童奨励対策事業・生徒奨励対策事業 

P10・・・就学援助事業・遠距離通学児童生徒対策事業 

P11・・・一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

P12・・・小中学校施設整備事業・小学校大規模改造整備事業 

P13・・・鹿島小学校校舎大規模改造工事・古枝小学校大規模改造１期工事（H28繰越）（平成 29年度分） 

P14・・・東部中学校武道場吊り天井改修工事・鹿島小・西部中・東部中楽器等整備事業 

（４項）社会教育費 

P15・・・少年教育事業 

P16・・・青少年教育事業 

P17・・・社会教育事業 

P18・・・社会教育事業委託・補助 

P19・・・明治維新１５０年記念事業 

P20・・・男女共同参画社会づくり事業・公民館指定管理事業 

P21・・・地区公民館管理事業・自治公民館建設等事業 

P22・・・生涯学習センター管理事業 

P23・・・市民図書館事業 

P24・・・社会同和教育事業 

P25・・・文化財保護対策事業 

P26・・・伝統的建造物群保存事業（肥前浜宿継場管理事業） 

P27・・・伝統的建造物群保存地区対策事業 

P27・・・肥前浜宿地域情報発信事業 

P28・・・肥前浜宿地域おこし協力隊事業 

P28・・・肥前浜宿移住体験施設整備事業 

（５項）保健体育費 

P29・・・スポーツ推進事業 

P30・・・市立学校体育施設開放事業 

P31・・・スポーツ組織等の強化育成事業 

P32・・・体育施設管理事業 

P33・・・学校給食運営事業 
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１０款. 教育費 

※ 教育費については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に規定する報告書を兼ねます。 

平成２９年度鹿島市学校教育方針に基づき、２１世紀を主体的に生きることができる心と体、そして確かな学

力について調和のとれた人間性豊かな子どもたちの育成という観点に立ち、個性を発揮し未来を切り拓く力

の育成、つながりと信頼関係の強化を重点目標とし、やる気を呼び起こすみんなですすめる学校教育を推進

した。また、教職員の資質向上及び教育環境の整備・充実に努めた。 

平成２９年度鹿島市社会教育方針に基づき、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文化・ボラ

ンティア活動などを通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現代社会を生き

ていくうえで必要な知識、楽しみや生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学べる環境づくりに

取り組むなど、生涯学習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 

１０款. 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒の実態を踏ま

え、一人ひとりの能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

引き続き、未来にはばたく子供育成事業として、小・中学生等を対象に企業や工業高校等からのブース出展

による「ものづくりの日」を開催し、通常の授業だけでは伝えることができない、科学の不思議さや面白さを感

じてもらい、未来にはばたく子どもたちの育成を図った。また、平成２９年度も、英語教室を開催し、外国

語に親しむことができた。 

国際理解教育の一環として、韓国の大西（テソ）初等学校との手紙のやりとりによる交流を実施する

とともに学校、家庭、地域が連携して子どもたちを育むための各種事業を推進した。 

特別支援教育支援員、学校生活支援員や金管バンド指導支援員をはじめとする各種支援員など、積極的な

人的配置により、一人ひとりの教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援の充実を図った。 

○教育総務費の主な事業 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
8,849 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

2,744    6,105 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 53人 8,650,900 

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 

幼稚園運営補助 1園 198,000 
幼稚園の運営の円滑化及び幼児教育の

振興のため、幼稚園へ補助金を交付した。 

 

○主要施策 

幼稚園への就園奨励 

 

○成  果 

保護者及び幼稚園の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,485 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 495   990 

事業内容 

教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセリ

ング機能の充実を図った。 

小学校７校兼務 ２人配置 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

 

 

事業名 教育相談員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
315 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    315 

事業内容 

生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

教育相談員  中学校２校兼務 １人配置 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市日韓子ども交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
145 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    145 

事業内容 

国際交流事業の一環として、児童の相互訪問を通じて国際理解教育の推進を図る。 

平成２９年度は、鹿島市から韓国高興郡大西（テソ）初等学校へ訪問予定であった。しかし、朝鮮半島の

情勢が不安定な状況となったため、訪問を見送ることになった。 

そのため、手紙とプレゼントの交換による交流を行った。 

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の推進、拡充 

○成  果 

平成３０年度以降も児童交流を通してそれぞれの文化を学び合い、友好を深めていくことを確認した。 

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,170 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   206 8,964 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の進

展を図った。 

外国語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力向上 

○成  果 

小中学生時にネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習得、

国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
200 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    200 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助等を行い、特別支援教育等の円滑な運営を

図った。 

特別支援学校等児童生徒帰省旅費補助  補助対象者なし 

児童生徒等送迎バス運行補助 200,000円 
 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

子どもたちの帰省等に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
10,283 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,283 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を克服

するための教育を行うため、市内全小中学校に９人の支援員を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

市内全小中学校に１人ずつ配置し、きめ細かな個別対応ができ、学習効果を高めることができた。 

 

事業名 学校生活支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
8,371 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    8,371 

事業内容 

いじめ・不登校などの問題を抱えた児童・生徒への対応や、学校における子供たちの生活を教員と共同

で支援など、学校ごとに異なる様々な事情に対処するため、市内小中学校に 12人を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

問題を抱えた児童・生徒に対し、家庭・学校・地域環境への働きかけや児童の心に寄り添いながらの支

援は、多くの子供たちにとって大きな支えになった。また、職員全体で情報共有する機会が増え、よりよい

支援ができる体制作りができた。 

事業名 金管バンド指導支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
415 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    415 

事業内容 

専門的な指導が必要な吹奏楽に、指導支援員を配置することで、適切な指導と教員の負担軽減を図る

ため、鹿島小学校に１人を配置した。 

○主要施策 

各種支援員、相談員、外部講師等の活用 

○成  果 

専門的な指導を行うことで、児童がより高度な技術を身につけることができ、また従来指導に当たっている

教員の負担軽減を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 フッ化物洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
582 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   81 501 

事業内容 

小・中学校において、むし歯予防に高い成果をあげているフッ化物洗口を行うことにより、全国及び佐賀

県の平均に比べても高いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

平成２９年度 フッ化物洗口実施児童数 2,313人  ※実施した児童の割合 94.4％ 

○主要施策 

健全な食生活を高める食育および地産池消の推進 

○成  果 

むし歯罹患率は平成２８年度と比較すると減少した。 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
247 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    247 

事業内容 

コミュニティ・スクールとは、学校の大きな方針を決める「学校運営協議会」に地域住民や保護者が参加

し、地域の意見や知恵を反映した、地域としっかりしたつながりのある開かれた学校である。 

明倫小学校（平成２４年度設置）と鹿島小学校（平成２９年度設置）で学校運営協議会を開催し、学校運

営や教育活動について協議した。 

○主要施策 

開かれた学校づくりの推進と学校評議員、学校運営協議会の活用 

○成  果 

地域人材活用の活動をすることで教育活動がより充実した組織作りになった。また、地域と学校の双方

向性の交流ができた。 

事業名 補充学習等支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
640 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

120 240  280  

事業内容 

中学校において、学習内容の定着が十分に図れていない生徒のため、地域の人材（退職教職員等の

社会人や保護者、教員志望の大学生等）を活用し、放課後や長期休業中に補充学習を行った。 

１回あたり、課業日は放課後の１～２時間、長期休業中は１～３時間を確保し、学習支援を行っ

た。  登録指導員数： １５人 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

地域の教育力を活用することで、生徒の基礎的な学力定着を図るとともに、各教科で問題集を使

用し、発展的な学習活動を実践することができた。学ぶ楽しさを味わわせ、学習への意欲づけと学

習習慣を確立することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き）                         平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 未来にはばたく子供育成事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
490 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 70  420  

事業内容 

（１）「ものづくりの日」の開催 

市内小・中学校の児童生徒および市内・市外在住の方々を対象に、鹿島市民会館で開催。東亜工機

（株）様、木彫工房「杉彫」様、佐賀 LIXIL 製作所様等の企業、また、塩田工業、佐世保高専、西部中学

校、東部中学校からブース出展をしていただき、さまざまな体験をすることができた。参加者は５１４人。 

    

○金属こま作り               ○携帯ストラップ作り        

    
○木のロボット作り             ○理科教室 

（２）「英語教室」の開催 

クイズ・ゲーム等を交え英語に親しみ、また、外国語指導助手作成レシピによりお菓子作りを 

楽しんだ。「少年の夢発表」では、英語により将来の夢を発表した。参加者は小学生延べ５８人。 

   

○英語でクッキング          ○イングリッシュシチュエーション 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

通常の授業だけでは伝えることができない、不思議さや面白さを感じてもらうことができた。 

また、理科や外国語への興味・関心を高めることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 ふれあい囲碁事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
135 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   135  

事業内容 

次代を担う子どもたちへの囲碁文化を継承するとともに、囲碁を打ち、お互いふれあうことにより、 

相手の気持ちを理解し合う心を醸成することを目的に実施した。 

小学校 3年生 ２７４人 

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の推進、拡充 

○成  果 

個々人がそれぞれ相手を探して囲碁をする姿が見られ、囲碁を通して、お互いふれあう楽しさを味わう 

ことができた。     

 

事業名 
（一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
2,250 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,250 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図った。 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力向上 

○成  果 

学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取り組み状況について協議や意見交換を行い、 

全職員が同じスタンスで取り組むことができた。 

事業名 香取市の子どもたちとの交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
609 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    609 

事業内容 

鹿島市の小学校５年生の代表児童８人（引率２人）が千葉県

香取市を訪れた。子どもたちは「佐原の大祭」などを通して、

香取市の子どもたちとの交流を行った。 

  

○主要施策 

各学校の歴史、環境、特色を生かした「ふるさと教育」の推

進、拡充 

                                         

○成  果 

ふるさと鹿島に対する愛着と誇りの涵養を図るとともに香取

市との将来にわたる友好関係を構築することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学力向上サポーター活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,680 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,680 

事業内容 

小学校において学習内容の定着が十分に図れていない児童のために、外部指導者（退職教職員等の社

会人や地域の方、教員志望の大学生等）による補充学習を放課後や長期休業中に行うことにより、基礎学

力の定着と学ぶ楽しさを味わわせ、学習への意欲づけと学習習慣の確立を図った。 

放課後    指導員数１７人、３８８時間 

   長期休業中 指導員数２６人、４５２時間 

○主要施策 

教職員の資質向上と指導力強化による学力向上 

○成  果 

個々の状況を把握しながら、丁寧な指導を行うことにより、基礎学力の定着と学ぶ楽しさを味わうことができ

た。また、学習への意欲づけと学習習慣の確立が図られた。     

事業名 児童生徒自立支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
3,902 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 642   3,260 

事業内容 

適応指導教室「さくら」及び学校適応指導教室（西部中学校内）において、心理的、情緒的理由により登校

できない常態にある児童生徒に対して個別あるいは小集団での個別指導を行い、自立を促しながら集団

生活に適応する力をはぐくみ、学校・学級への早期復帰を目指して支援を行った。 

適応指導教室「さくら」     指導員 1人   補助指導員 1人 

学校適応指導教室       支援員 1人 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

個別指導により、児童生徒の心が安定し、表情が豊かになるなど成果が見られた。 

事業名 教育支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
515 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    515 

事業内容 

 

早期からの教育相談を実施し、就学支援について情報提供・助言を行うとともに、「ことば」や、対人関係な

ど困難な状況にある児童生徒に対して、通級による個々の発達の状態や特性に応じた指導を行った。 

教育支援委員会委員 ２０人  就学相談会相談員 ６人 

※通級指導教室の設置状況 

鹿島小学校 （言語） 28人 

〃   （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 18人 

明倫小学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 19人 

浜小学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤなど） 21人 

西部中学校 （ＬＤ/ＡＤＨＤ等） 17人 
 

○主要施策 

教育支援委員会、相談会の活性化 

○成  果 

個に応じた学習やきめ細やかな指導を行い、 

学習上、生活上の困難を改善することが出来た。 
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１０款. 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向けて

の施策を展開した。 

福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学習の時間

などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

ふるさと人材育成支援基金を活用した郷土の人材を育成するための施策や各種営繕を含めた学校施設の整

備、電子黒板の整備によるＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進など、安全で快適な教育環境づくりのための各

種施策を展開した。 
 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
12,809 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   300 12,509 

事業内容 

 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況（楽器等整備は別掲）                                （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 2,545,815  2,171,565  4,717,380  

２ 一般備品 3,302,751  847,716  4,150,467  

３ 図書備品 2,600,270  1,340,592  3,940,862  

計 8,448,836  4,359,873  12,808,709  

○主要施策 

学校の教育備品の拡充と適正な配備 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

基金（光武文庫）を活用し、小学校図書の充実を図った。 

事業名 児童奨励対策事業・生徒奨励対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,345 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,345  

事業内容 

 

小・中学校の児童や生徒及び教職員が、学校教育振興に関する諸活動（学術、研究、体育、スポーツ活

動等を含む）のため、九州大会に市の代表として出場する場合の参加経費について、補助金を交付し

た。 

小学校  205,200円（九州大会 ブラスバンド 1） 

中学校 2,139,700円（全国大会： 運動競技 3 、九州大会： 運動競技 7 吹奏楽 1） 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

九州・全国大会への参加経費を補助することにより、小・中学校の児童生徒の学校教育振興に関する諸

活動の振興に寄与することができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
13,359 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

773    12,586 

事業内容 

 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就学

援助費）を行った。 

小学校 99人（うち要保護 1人） 6,895,799円 

中学校 38人（うち要保護 1人） 4,975,060円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励費）

を行った。 

小学校 34人 975,039円 

中学校 11人 512,670円 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,003 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,003 

事業内容 

 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金を交付した。 
 

小学校 61人 496,823円 

中学校 56人 1,506,414円 

○主要施策 

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
5,536 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,620 2,916 

事業内容 

 

 

米づくり、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情操と教養の習

得を図った。 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小中学生の時期に地域においてボランティア活

動を行い、地域に貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図った。 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づき、小中学生を対象として、活力ある地域づくりのために

ふるさとの多様な自然・歴史・伝統文化・産業等を活かした人材育成事業を行った。 

・小学校 4,116,000円   ・中学校 1,420,000円 

○主要施策    

学習意欲の向上、主体的に学習に取り組む姿勢と態度の醸成 

○成  果 

様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むことができた。苗を植え、収穫する体験を

通して、生産の喜びを体験できた。 

地域の産業、職人の技術、自然や文化、歴史に触れ、郷土への愛着、ものづくりへの興味・関心を高め

ることができた。 

取組を通して、いろいろな人の立場を思いやって物事を考えることができるようになり、また普段接するこ

との少ない地域の人達とのコミュニケーションを図ることができた。 

 

 

    

○米作り                ○しめ縄作り 

    

       ○干潟体験             ○ふれあいグランドゴルフ 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
小中学校施設整備事業・小学校大規模改造整備
事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
63,122 

財
源 

国 県 市債（借入

金） 

その他 一般財源 

   35,000 28,122 

事業内容 

各小中学校からの工事要望箇所を立会して確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施設の修繕や

工事を行い教育環境の改善に努めた。 

○事業内訳                                                  （単位：円） 

学 校 名 事 業 費 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 1,469,070 校門改修工事 他 

2 能古見小学校 363,960 プール循環ろ過装置ろ過ポンプ分解整備修繕 他 

3 古枝小学校 7,799,976 校舎大規模改造 2期工事実施設計 他 

4 浜小学校 5,226,489 防犯カメラ設備設置工事 他 

5 北鹿島小学校 893,436 揚水ポンプ取替 他 

6 七浦小学校・音成分校 2,393,280 フェンス改修工事 他 

7 明倫小学校 11,537,750 体育館屋根防水工事 他 

8 西部中学校 29,457,984 南校舎屋根防水工事 他 

9 東部中学校 3,980,448 水路法面擁壁改修工事 他  

○主要施策 

学校施設の計画的な大規模改造事業の実施 

○成  果 

修繕・工事を計画的に行い、児童生徒達が過ごしやすい教育環境を整えることができた。 

 

 

○東部中学校水路法面擁壁改修工事(施工前) 

 

○東部中学校水路法面擁壁改修工事(施工後) 

 



- 13 - 

 

○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島小学校校舎大規模改造工事 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
206,766 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

50,502  116,500 16,000 23,764 

事業内容 

 

○工事概要 

工期 平成 29年 5月 29日 ～ 平成 29年 9月 1日 

校舎（S59建/築年数 33年）の老朽化による改修工事。 

平成 28年度施工・・・施工計画策定 

平成 29年度施工・・・内外装、電気・機械設備等 

 

○事業費内訳                    （単位：

円） 

項   目 事   業   費 

大規模改修工事 202,014,000     

監理業務委託 4,752,000 

計 206,766,000 

 

○主要施策 

学校施設の計画的な大規模改造事業の実施 

○成 果 

施設の改修工事を行い、教育環境の改善を行う。 

 

〇玄関方面（改築後） 

 

○運動場方面（改築後） 

事業名 
古枝小学校大規模改造１期工事 

（H２８繰越） 平成 29年度分 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
197,694 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

50,256  132,200 15,238  

事業内容 

 

○工事概要 

工期 平成 29年 2月 27日 ～ 平成 29年 9月 1日 

老朽化している教室及び特別棟（S57/築年数 34年）の 

 改修工事 

平成 28年度施工・・・施工計画策定 

平成 29年度施工・・・内外装、電気・機械設備等 

 

○事業費内訳                    （単位：

円） 

項   目 事   業   費 

大規模改修工事 193,158,000  

監理業務委託 4,536,000  

計 197,694,000  

 

○主要施策 

学校施設の計画的な大規模改造事業の実施 

○成 果 

施設の改修工事を行い、教育環境の改善を行う。 

  
○玄関方面（改修後） 

  

○中庭方面（改修後） 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 東部中学校武道場吊り天井改修工事 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
16,321 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

3,509  4,800 8,000 12 

事業内容 

 
○工事概要 

工期 平成 29年 9月 26日 ～ 平成 29年 12月 1日 

災害時における生徒等の応急避難場所としての機能が発

揮 

できるように、非構造部材（吊り天井）の撤去や照明器具等

の耐 

震化に取り組む事業。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

吊り天井改修工事 15,660,000  

監理業務委託 660,960  

計 16,320,960  
 

○主要施策 

学校施設の耐震化をはかり快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の非構造部材の耐震化を行った。 

 

○武道場天井（改修後） 

事業名 
鹿島小・西部中・東部中学校楽器等整備

事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
1,716 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,716  

事業内容 

 

○事業概要 

指定寄附を活用し、古くなった楽器の買い換え等を行っ

た。 

ティンパニー3台、ユーフォニアム 1台、クラリネット 2本 

テナーサックス 1本、フルート 2本 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

鹿島小学校楽器購入費  611,064  

中学校楽器購入費 1,105,228  

計 1,716,292  

 

○主要施策 

学校の教育備品の拡充と適正な配備 

○成 果 

備品整備を行い、教育環境の充実を図ることができた。 

 

〇鹿島小学校 ユーフォニアム 

 

〇西部中学校 テナーサックス 
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１０款． 教育費   （４項）社会教育費 

 

市民の誰もが、いつでも・どこでも・楽しく学べ、主体的に活動できるような生涯学習のまちづくりのため、鹿島市

生涯学習センター「エイブル」をはじめ、市民交流プラザ「かたらい」や各地区公民館等を拠点に、広く市民への

学習機会の提供と環境づくりに努めた。また、さまざまな体験を通して次代を担う青少年の健全な心身の育成を

図るとともに、集団生活による自立性や社会性を育むため、青少年体験活動事業（鹿島ドリームシップ）や通学

合宿（ハウスキャンプ）を実施した。さらに、学校や学年が違う仲間との活動の中で、社会における協調性をもて

るようジュニアリーダーによる「わんぱくスクール」を開催した。 

市民図書館事業では、図書館システムを更新し、スマートフォン対応や館外でも利用者登録や貸出を行えるシ

ステム整備を行った。 

一方、鹿島市の友好都市である千葉県香取市から１年間貸与された伊能忠敬作成の伊能大図の複製パネル

や当時の測量器具など展示会を実施した。また鹿島城大手門の修理のための基礎調査として耐震基礎診断を

実施した。その他、開発に伴う埋蔵文化財の調査を行うなどの文化財保護事業を行った。 

社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活動や各種

学習会を行った。 
 

○社会教育費の主な事業 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
792 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 502   290 

事業内容 

○わんぱくスクール                                                 ３８千円 

小学校３～６年生を対象とし、ジュニアリーダーなどにより各種体験活動を実施。延べ１５７人が 

参加し、レクリエーション、うちわ・ロケット作り、ニュースポーツなどを実施した。（６回実施） 

○ヒカルの碁鹿島スクール                                            ２６２千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計 22回開催、日本棋院鹿島支部・ボランティア講師の指 

導により、小学生 30人延べ 472人が囲碁を楽しみ、併せて礼儀作法も学んだ。 

 

 

〇わんぱくスクール：ニュースポーツ          〇ヒカルの碁 

 

○エイブル・地区体育館開放事業                                       ４１７千円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月までの平日午後３時～５時までを子どもの居場所 

づくりとして無料開放し、子ども達へ安全な遊び場を提供した。 

・エイブル ５，２０６人利用 ・北鹿島体育館４６０人利用 ・臥竜ケ岡体育館 １，０６５人利用 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会                                   ７５千円 

市内青少年関係団体による会議を開催。放課後の子どもの安全で安心な活動場所 

を確保し、放課後対策についての意見交換を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・世代間や他地区との交流会の実施 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

小学生を対象に、自然体験・レクリエーション活動により放課後児童対策等の拡充を図ることができた。 

事業名 青少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,213 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,213 

事業内容 

○少年体験活動事業（ドリームシップ）事業補助金                           １，５００千円 

８／２５（金）～２７（日）にかけて小学生３３人、スタッフ９人が参加。沖縄にて平和研修や 

海洋体験学習、沖縄の自然探検を行った。 

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金                              ３００千円 

・インリーダー研修会 ６／１７(土)～１８(日) 諫早青少年自然の家(参加者８９人、ｽﾀｯﾌ３５人) 

・球技大会 ８／６(日)   出場チーム２７チーム（３２５人） 

・夏休み作品展 ９／２３(土)～１０／５(木)  ４６５点（習字３２３点、図画１０１点、工作４１点） 

     

     

      

     

     

     

    

    〇ドリ－ムシップ事業（恩納村ナビービーチ）        〇球技大会（ドッチビー） 

 

○青少年育成市民会議補助金                                         ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、非行防止の 

ため青少年育成団体、関係機関及び青少年育成指導者等 

の協力により下記事業を実施した。       

・第１９回少年の夢発表会１１／３（祝）（小学生７人・中学生４人）  

俳句（応募３，７１４点） かべ新聞（応募７作品） 

・地域環境点検活動 １１／２７（月） 

 （市内コンビニエンスストアなど １６ヶ所） 

               〇少年の夢発表会 

 

○鹿島市青少年共同宿泊体験事業業務委託                                １６３千円 

 市内の小学５～６年生２６名が参加し、市民交流プラザ 

「かたらい」にて、１０／１９(木)～２１(土)の日程で開催した。 

異なる学校に通学する児童同士が寝食を共にする 

中で、集団行動の大切さを学びながら、太良町の風の牧場に 

てパン・ピザづくり、酪農体験など体験プログラムを実施した。          

                                                

〇酪農体験 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携及び育成支援 

・青少年自然体験活動・派遣交流などの推進 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

少年体験活動事業（ドリームシップ）においては、子どもたちが沖縄の文化や歴史に触れ、海洋体験や学習

をすることによって、幅広い視点から青少年の育成に資することができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニティの充

実が図られた。 

また、少年の夢発表会においては、市の将来を担う子ども達が、日常生活の中で日頃考え、思っていること

を、広く市民に発表することにより、市民の子供たちの健全育成に対する理解を深めることができた。 

事業名 社会教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
750 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    750 

事業内容 

○「第６４回成人式」開催                                            ４５０千円 

１／７（日）新成人３６０人該当、２８９人参加 

 

○「第２６回盛年の集い」開催                                         ２７０千円 

１２／１０（日）開催。６５歳該当者が自ら企画・運営し、１６２人が参加した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成人式  

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇盛年の集い 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

○まちづくり出前講座                                                ３０千円 

 平成２９年度から高齢者教室とまちづくり出前講座を統合し、受講者の利便性を向上させた。誰もが学べる

環境を提供するため、各種団体やサークルへの出前講座を実施した。４６のメニューから「ふるさとの歴史と

文化財」、「高齢者の健康・元気づくり」など８７講座を開催し２，３５１人が受講された。佐賀県から外部講師

による支援を受け、「国際理解教育」や「悪徳商法」なども学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇まちづくり出前講座（健康・元気づくり）       〇まちづくり出前講座（国際交流） 
 

○家庭教育支援事業 

市内小学１年生から４年生の親子１４組３１人を対象にした「かんたん楽チン丼＆食育よみきかせ」を開催し

た。 

  

 
 
 
 
 

 

〇調理実習 

○主要施策 

家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

核家族化が進んでいる状況であるが、親子のコミュニケーションや絆を深めた。 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
3,700 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,100 1,600 

事業内容 

○芸術文化振興事業委託金（鹿島市文化連盟）                  ６００千円 

○田澤記念館運営事業補助金                         １,０００千円 

○地域の文化・芸術活動助成事業助成金                    ２，１００千円 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・文化活動ネットワークづくり 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教育活動の支援が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 明治維新１５０年記念事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
2,162 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,440   722 

事業内容 

○明治維新 150 年記念事業調査研究                     １，５００千円 

 明治維新前後の鹿島鍋島藩と明治維新との関わりを、鹿島藩最後の藩主である鍋島直彬や唯一の

勤王の志士である八沢棣之進等の人物を中心として研究し、報告書等にまとめた。 

 ・調査報告書作成（300部）・リーフレット（5,000 部）・展示パネル（8枚）作成 

○田島勝爾記念顕彰事業                             ６６２千円 

  鹿島で最初にみかん栽培に本格的に取り組んだ田島勝爾氏の業績について調査し、報告書等に

まとめた。 

・調査報告書作成（300部）・リーフレット（5,000部）・展示パネル（2枚）作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○明治維新 150年記念事業調査研究（展示パネル）     ○田島勝爾顕彰事業（展示パネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ○鹿島市の明治維新報告書              ○幕末維新期の鹿島藩（リーフレット） 

 

○主要施策 

・明治維新期やその後の明治時代等の調査研究と地域歴史の掘り起こし 

・鹿島市の明治維新期の偉業や偉人の顕彰 

○成 果 

明治維新期の鹿島市の歴史に新たに光を当てることで鹿島市民の歴史に対する意識の向上が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
200 

財
源 

国 県 
市債（借入

金） 
その他 一般財源 

    200 

事業内容 

 

○鹿島市みんなの集い補助金                                       ２００千円 

男女共同参画社会づくりに向けての研修や各団体の活動成果の発表を行った。 

○主要施策 

家庭生活における男女平等意識の高揚 

○成 果 

各構成団体の活動内容を報告してお互いに再認識し、「男女共同参画社会づくり」の意識づけや 

成果の発表をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

〇ステージ発表                  〇記念講演（織田 良正氏) 

事業名 公民館指定管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
58,521 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    58,521 

事業内容 

  

平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を年３回開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。 

○地区公民館指定管理委託〈58,521 千円〉 

№ 公  民  館  名 委託料（千円） 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,590 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 13,304 能古見地区振興会 

3 古枝公民館・林業センター 9,125 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,820 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 9,028 北鹿島振興協議会 

6 七浦公民館・漁村センター 9,654 七浦地区振興会 
 

○主要施策 

・地域コミュ 

ニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

・地域と密着した活動の推進 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言を行い、地域の文化・特色に即した公民館運営を行

った。平成２９年度は、指定管理２期目の最終年度となったが、順調な公民館運営を行うことができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 地区公民館管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
4,841 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,088 3,753 

事業内容 

 

○地区住民が多く集まる地区公民館において、安全に安心して地域コミュニティ活動ができるよう公民館 

施設、設備等の修繕、改修工事並びに備品等の購入を行った。 

費 目 金額（千円） 内容 

修繕料 2,416 ・古枝公民館外灯修繕 ほか 

工事請負費 612 ・浜公民館屋上雨漏り修繕工事  

備品購入費 367 ・浜公民館デジタル印刷機購入  

その他 1,446 ・消耗品費、旅費、保険料、負担金 ほか 

合 計 4,841  
 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

○成 果 

 地域住民が安全安心に利用できるよう施設改修、施設整備並びに備品等の購入ができた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇 古枝公民館外灯修繕               〇 能古見公民館浄化槽ブロワー修繕 

事業名 自治公民館建設等事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
200 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    200 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 地域住民の交流の場である自治公民館について、住民が利用しやすく、使いやすいように新築や改修を

する場合に補助をした。 

地区名 事業内容 事業費 （千円） 補助金額（千円） 備考 

行成区 空調設備改修 734  200   

合   計 734  200   
 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 

○成 果 

地域住民が、安全に安心して利用できるように、自治公民館の改修や設備整備ができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
95,494 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   112 95,382 

事業内容 

平成２１年度から生涯学習センターに指定管理者制度を導入し、生涯学習事業の企画運営と施設管理を

委託し、事業の強化と利活用の推進を図った。また、開館から１６年を経過し設備の改修や、動作不良とな

った備品等の更新を行った。 

○生涯学習推進費                       ○平成 29年度生涯学習センター利用状況 

目 決算額(千円)  施設名 利用者(人) 月あたり(人) 

生涯学習センター指定管理委託料 88,983 ホール 19,393 1,616 

需用費（修繕料） 3,652 研修室 13,370 1,114 

工事請負費 2,117 その他利用 27,720 2,310 

その他 742 合  計 60,483 5,040 

合    計 95,494     

・えいぶる事業(12公演) 入場者数 延べ 5,225人 ・床の間コーナー展示事業 (4 回) 

・えいぶる講座 52講座(35種類) 受講者数 延べ 3,224 人  

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・文化祭・エイブル祭など発表や交流の場づくりへの支援 

・生涯学習の情報ネットワークづくり 

・情報の提供や学習や活動の機会づくり 

・地域の学校、大学や法人、各種団体との連携による 

生涯学習の推進と文化振興            

 

○成 果   

・えいぶる講座やえいぶる事業は、参加者による提案や企画を取り入れ、「市民立」にふさわしい事業を行う

ことができた。 

・えいぶる事業では、市内小学校向けのアウトリーチ事業「邦楽への扉」を前年に引き続き行い、更に今年

は、「市民交流プラザ かたらい」で乳幼児向けのアウトリーチを実施した。アウトリーチは今後も継続実施を

していく予定。 

・「さが未来スイッチ交付金事業」の助成を利用し、 

鹿島市観光協会と実行委員会を立ち上げ、浜から北鹿

島に沿って、案内杭・立て看板を設置し、「多良街道の

歴史を歩く」のパンフレット作成と、えいぶる講座を実施

した。 

・えいぶる講座では、佐賀県金融広報委員会、 

佐賀西信用組合（法人会員）と連携し、夏休み親子 

セミナー「おかね博士になろう」を佐賀西信用組合で実施し、好評を得た。 

・館内の床の間コーナーを利用して、鹿島のすばらしい人物や伝統・文化に関する展示やギャラリートーク

を行い、市民への PR と来館機会の増加を図った。（かしま再発見展「能古見編」は鹿島市民図書館、 

能古見公民館との連携企画） 

・施設面では、防災の拠点として安全安心に利用できるよう設備の不具合を点検し、修理や更新を行った 

〇えいぶる事業 
   『かたらい』にて乳幼児向けの OMURA 
室内合奏団のアウトリーチ事業』) 

 

〇えいぶる講座 
 「おかね博士になろう」施設内を親子で見学） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                          平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民図書館事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
69,357 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   700 68,657 

事業内容 

 

平成２１年度から図書館事業に指定管理者制度を導入し、より専門的なスタッフの配置と知識の習得によ

り、多様化・高度化した市民ニーズに対応できる図書館作りに努めた。なお、入館者数に関しては、依然減

少傾向にあるため、来館者数増加、遠隔地サービス拡充への取組みを強化し、企画事業や広報についても

工夫した。 

○図書館費                          ○平成 29年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円) 

 

項  目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料 68,592 入館者数 117,549 415 

報酬 65 貸出人数 55,023 194 

図書資料、備品購入費 700 貸出冊数 254,974 901 

合   計 69,357 開館日数  283日 

・おはなし会、イベント開催、施設見学受入、学校支援サービス等による子どもの読書推進と利用促進 

・遠隔地サービスとしての「みにみに図書館」による配送貸出（幼・保・小中学校、企業、公民館等） 

・図書館システムと連携したインターネットサービスの充実（ＷＥＢ予約・延長手続・利用状況確認等） 

 及び、各イベント会場等での利用登録・貸出を開始 

・他機関との共催事業の実施やボランティアの活用等、地域との連携 

 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・図書館資料などの充実と提供や地域貸出 

・「おはなし会」「ぶっくすくすく」など図書館企画の充実 

・子どもの読書活動推進、アウトリーチ活動の拡充 

・市民向け巡回図書「みにみに図書館」の充実     

                                            ミヤザキケンスケさん講演会＆ワークショップ 

○成 果 

・「みにみに図書館」においては新たに遠隔地の２施設への巡回を開始 

（めぐみ園・若草保育園） 

 ・アウトリーチとして、高齢者施設や遠隔地小学校、子育て支援センター等 

への出張おはなし会を実施 

 ・「赤ちゃん絵本セット（１セット５冊入）」の貸出開始 

 ・図書館イベント会場等での利用登録及び貸出を開始 

 ・ふるさと納税や寄附金により図書資料・備品を購入 

 ・鹿島にまつわる紙芝居動画を公開 

・蔵書点検及び資料除籍による資料の適切な管理を実施 

・今年度も継続して９時半開館を実施 

・鹿島市明治維新１５０年記念事業を受託し『〈再発見〉鹿島の明治 

維新史』及び『田島勝爾の生涯と田島精神』等を刊行 

 

 
寄附金購入資料 

赤ちゃん絵本セット 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２８年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 社会同和教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,583 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,095   2,488 

事業内容 

○社会同和教育啓発事業 

・児童・生徒への人権に関する作文・標語・ポスターの募集と表彰 

応募総数３，６５４点  （作文：９２８点、標語：１，９２２点、ポスター：８０４点） 

・人権学習会の開催 

（７回：４４９人） 

・人権・同和問題地区別懇談会の開催 

  古枝地区 １回：１５人  

  浜地区 １回：３０人 

  七浦地区 １回：２０人 

・市報に人権コラム「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

・文化教養講座の開催 

  教育集会所：書道教室（２３回：のべ２０５人） 

  同和教育集会所：ペン習字教室（２３回：のべ２０９人） 

  生花教室（１２回：のべ９０人） 

 

○主要施策 

・人権啓発活動の推進 

・学校及び社会同和教育の推進 

○成 果 

学校・地域等における人権作品の取組みや学習会、研修会、懇談会の実施により、人権・同和問題に対

する正しい理解と認識を深めてもらうことができた。 

 

【人権ポスター】 

〇特選（中学生）                     〇特選（小学生） 

【人権標語】 

・特選(小学生…低学年) 

「みつけよう ひとりひとりの いいところ」 

・特選(小学生…高学年) 

「広げよう えがお・やさしさ おもいやり」 

・特選(中学生) 

「やめようよ いえない私も いじめてる」 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育・文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
3,988 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,004  1,000 1,984 

事業内容 

 

○伊能大図パネル展                              925 千円 

鹿島市の友好都市である千葉県香取市から、江戸時代に伊能忠敬が作成した伊能大図の複製パネルを 1

年間貸与されたので、鹿島市内 3 カ所の体育館で展示した。併せて測量器具や説明パネルの展示や、当

時の測量体験、伊能忠敬に関する講演会も実施した。3 回の展示会で市内外から 615 名の入場者があっ

た。 

    第 1回：6月 17～18日    鹿島体育館  講演：伊能忠敬記念館 山口眞輝氏 

    第 2回：9月 30～10月 1日 北鹿島体育館 講演：生涯学習課 加田隆志 

    第 3回：11月 11日～12日 七浦海浜スポーツ公園体育館 伊能忠敬研究会 馬場良平氏     

 

〇伊能大図パネル展 

○県指定重要文化財「鹿島城大手門耐震基礎診断事業」                     2,009千円    

  鹿島城大手門の修理のための耐震調査として耐震基礎診断事業を実施した。          

       

〇鹿島城大手門耐震基礎診断事業 

○県指定重要文化財「赤門及び大手門修理検討委員会及びワーキンググループ会議の開催」 112千円 

 大手門の耐震基礎診断の方法等について協議を行った。 

○旭ヶ岡公園説明看板設置工事                                     184千円 

旭ヶ岡公園内の老朽化した「衆楽碑」及び「谷口藍田記恩碑」の説明看板を更新した。       

                      

 ○衆楽碑                   ○谷口藍田記恩碑 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

 

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査（15 件）                                 428千円 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保護のための事前調査を実施した。 

○文化財保護対策                                                 330千円 

・文化財保護審議会(1回) 

・文化財管理補助(７件) 

・文化財防火デー(天子神社・七浦音成地区) 

・施設維持・各種負担金・旅費・その他 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・文化財や埋蔵文化財の保護 

・地域の民俗芸能や祭礼行事、伝統工芸などの保存継承の支援 

・鹿島が誇る伝統文化の内外への発信 

・郷土の歴史文化を学び親しむ機会の提供 

・文化財の収集・保存と活用に向けた、施設の整備と設備の拡充 

○成 果 

鹿島市の友好都市である千葉県香取市から、伊能忠敬没後 200 年を記念して、江戸時代に伊能忠敬が作

成した伊能大図の複製パネルが 1 年間鹿島市に派遣されたので、鹿島市内 3 カ所の体育館で展示すると

ともに、測量器具や説明パネルの展示や、当時の測量体験、伊能忠敬に関する講演会も実施した。3 回の

展示会で市内外から 615名の入場者があり、当時、正確な日本地図作成するための困難さや、伊能忠敬の

偉大さを啓発することができた。鹿島城大手門の修理については、耐震基礎診断が完了し、修理事業を進

めるための事前の調査が概ね完了した。今後は調査結果に基づき、平成 31年度に基本設計の業務を行な

う予定。また文化財案内看板の設置など市指定等の文化財保護や活用に向けた取り組みの強化を行っ

た。埋蔵文化財については円滑に開発と文化財保護の調整を行うことができた。 

事業名 
伝統的建造物群保存事業 

（肥前浜宿継場管理事業） 

所管課 教育委員会 生涯学習課社会教育･文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,448 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,448 

事業内容 

 

○肥前浜宿継場の指定管理委託                        1,344 千円 

継場の管理運営を、特定非営利活動法人肥前浜宿水とまちなみの会に委託し、 

管理運営業務などにあたってもらっている。 

○土地賃借料                                  61千円 

○継場エアコン移設                               43千円 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・関係機関との連携による歴史や文化を活かした地域づくりの

推進 

・重要伝統的建造物群保存地区など、歴史的な町並みや景

観の保全・活用 

○成 果 

文化財施設をまちづくりの拠点、観光情報・案内拠点としての

活用ができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                         平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 伝統的建造物群保存地区対策事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
25,532 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 4,293   21,239 

事業内容 

 

○伝統的建造物群保存地区対策事業 

昨年度までに引き続き、浜・大村方の「重要伝統的建造物群保存地区」の保存活用に向

けて、伝統的建造物の保存修理等を行った。 
 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

伝統的建造物修理助成 22,314 修理 3件＋防災(自火報)1件 

工事請負費 3,121   2号消火栓設置工事（1基） 

伝統的建造物群保存地区対策事業事務費 97 消耗品費、旅費 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○修理物件 

 

 

 

 

 

 

 

 

○初期消火用の 2号消火栓設置 

事業名 肥前浜宿地域情報発信事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,534 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,534 

事業内容 

 

○肥前浜宿まちあるきパンフレット作成 

 ・印刷製本費 108千円（5,000部印刷） 

肥前浜宿の観光案内パンフレットを、まち歩き観光

客が使い易いＡ３を手のひらサイズに折り込んだデ

ザインで、新たに作成した。掲載内容も大幅に見直し、

魅力ある情報発信のアイテムとして活用できた。 

 

 

 

 

 

 

 

〇肥前浜宿まちあるきパンフレット 

○肥前浜宿地域情報発信事業業務 

 ・肥前浜宿地域情報発信事業業務委託 1,426千円 

近年観光客の増加する肥前浜宿内において、観光案内の窓口を肥前浜駅内に常設し、長年地

元のまちづくり活動に携わってきたＮＰＯ法人に案内業務を委託することで、観光情報の発信及び

観光客のおもてなし、動態把握につなげることができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 肥前浜宿地域おこし協力隊事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
2,615 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,615 

事業内容 

 

○肥前浜宿地域おこし協力隊事業 

地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化などの著しい地方において、都市部の人材を

積極的に受け入れ、地域協力活動を行っていただき、地域力の維持・強化を図る制度で、

最終的に定住していただくことを目指す。鹿島市では初めての導入となり、主な活動は、 

肥前浜宿の歴史的なまちなみの魅力を中心に、鹿島市全体への観光連携と波及を目指し、

情報発信を行う。イベントや観光施設等の取材を行い、ツイッターやフェイスブック、ホ

ームページ等を立ち上げるなど、肥前浜宿ほか鹿島の魅力発信を行った。 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

報酬 1,409 １人分（7月から採用） 

使用料及び賃借料ほか 1,206 家賃・燃料費・広告料等 
 

事業名 肥前浜宿移住体験施設整備事業 
所管課 建設環境部 都市建設課 都市計画係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
12,291 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

5,481  4,200  2,610 

事業内容 

 

○肥前浜宿移住体験施設整備事業（地方創生拠点整備交付金事業） 

肥前浜宿の歴史的なまちなみに魅力を感じ、移住を希望される方が近年増加しているこ

とを受け、伝統的な茅葺町家を改修し、お試し移住の施設として利用できるよう整備を行

った。平成 30年度から運用を開始する、鹿島市への移住定住の拠点施設としての活用につ

なげていく。 
 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

肥前浜宿移住体験施設整備工事  10,610 合併浄化槽・風呂・トイレ・土間等工事 

設計監理委託料 1,189  

印刷製本費 108 施設紹介パンフレット印刷（10,000部） 

備品購入費等 384 ＴＶ・冷蔵庫等購入ほか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○移住体験施設 旧筒井家（正面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇移住体験施設 旧筒井家（内部） 
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１０款. 教育費  （５項）保健体育費 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数 613 人）で体験教

室の実施及びクラブ員交流事業により会員発掘や活動内容の周知を図った。各種スポーツ事業では、市民

体育大会や壮年ナイターソフトボール大会等を実施し、健康づくりの一環としてスポーツをする機会の提供と交

流が図られ、スポーツ合宿においては、青山学院大学陸上競技部など７団体の合宿を受け入れた。 

 体育施設管理事業としては、市民体育館のアリーナ床研磨、市民球場にバックスクリーンを設置し、内野の

改修を実施した。 

 ○保健体育費の主な事業 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課  スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
8,107 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   547 7,560 

事業内容 

 スポーツ合宿誘致事業では、関東学連の大学など７団体が合宿を行った。合宿の際の交流事業で

は、競技者の育成や競技人口の増加が図られたとともに、全国区で活躍する選手を間近に見ることで、

小中高生の関心を深め、将来に向けた夢や目標を持つ機会の創出ができた。 

 また、市民が、スポーツを通して健康増進が図られるように、総合型地域スポーツクラブを推進し、気軽

にスポーツを楽しめる機会と場所の提供を行った。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費（千円） 事業概要 

１ スポーツ推進委員育成事業 1,537 

・スポーツ推進委員によるスポーツの振興、指導 

・総合型地域スポーツクラブによる｢四季めぐりウ

ォーキング｣などの実施 

２ 各種スポーツ推進事業 6,543 

・スポーツ合宿誘致事業の実施（７団体） 

・壮年ナイターソフトボール大会の実施 

・県民体育大会、市民体育大会実施の協力 

３ 保健体育推進事業 27 ・体育施設協会負担金ほか 
 

 

        

〇タイ国の方への弓道体験               〇壮年ナイターソフトボール 
 

【H29年度合宿団体：7団体】 

・ひらまつ病院陸上部      21人   ・大東文化大学陸上競技部  33人    

・日本体育大学陸上競技部   33人     ・明治大学競走部        41人  

・順天堂大学陸上競技部    32人     ・東洋大学陸上競技部      19人    

・青山学院大学陸上競技部   11人 
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○保健体育費の主な事業（続き）                          平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

 

 

○主要施策 

・スポーツ指導者の充実と活用 

・スポーツの生活化及び、子供から高齢者までの総合型地域スポーツクラブ（子どもの居場所づくりを

含む）を中心とした生涯学習スポーツの推進 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

・スポーツ合宿の推進 

○成 果 

市民に広くスポーツへの関心を与えるとともに、多様な交流機会増大による青少年健全育成並びに地

域の活性化を図るために、スポーツ合宿の誘致活動を展開し、箱根駅伝で有名な大学等７団体の誘致

が実現した。  

 小中高生を対象とした一流選手の陸上教室は非常に評判が良く、また、園児との交流会は異世代間の

交流となり、大変有意義な交流ができたほか、平成 35年国体に向け、アーチェリー教室を開催した。 

 さらに、タイ国から祐徳稲荷神社観光の折、弓道体験を希望されたため鹿島市弓道連盟の方々のご指

導で、弓道の作法や実際に弓矢で的を射抜く体験を行った。 

 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
429 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   429  

事業内容 

市内の 9 小・中学校の体育館を市民に対し夜間開放を実施し、スポーツの推進と体育施設の有効利

活用を図った。 

 

○主要施策 

・スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

○成 果 

市内７小学校と２中学校の体育館については、一般向けに夜間開放を行いスポーツ実施機会の提供

を図った。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                          平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,195 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   484 1,711 

事業内容 

スポーツの普及振興、スポーツ少年団等の育成及び各種競技の技術向上を図るために、大会の

開催協力や支援事業を実施した体育協会へ補助を行った。 

 また、県代表として全国大会、九州大会へ出場した小中学生（個人、団体）に対し、補助金を

交付した。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費 事業概要 

１ 体育協会補助金等 1,900 

・体育協会事業補助金 950千円 

・県民体育大会業務委託 850千円 

・スポーツ振興事業交付金(指定寄附金) 100千円 

２ 
全国大会、九州大会出場 

補助金 
295 32件 

 

【体育協会事業】（公認第 67回鹿島祐徳ロードレースの様子） 

     

〇祐徳ロードレース（招待選手を励ます会）     〇祐徳ロードレース（ハーフスタート） 

 

○主要施策 

・スポーツクラブの育成強化と各種目団体における競技力の向上 

○成 果 

市体育協会と共催で祐徳ロードレース等を開催し、市民の健康づくりや、親睦と融和と市民間の仲間

づくりに併せ、競技力向上やスポーツ活動人口の拡大に努めた。なお、大会には招待選手として関東学

連の強豪大学の選手が参加し、大変盛り上がった。 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
121,747 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,397 7,900 40,231 71,219 

事業内容 

 市民にスポーツができる場所を提供し、市民が安全にスポーツを楽しめるように、施設の維持管理、修

繕等を行った。 

 市内体育施設においては、市民体育館のアリーナ床研磨や北鹿島体育館屋根雨漏り補修工事、北公

園ジャブジャブ池タイル補修工事等の整備を行った。 蟻尾山公園管理事業では、市民球場のバックス

クリーン設置とグラウンド内野段差解消の整備をスポーツ振興くじの助成金を利用して行った。 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費 事 業 概 要 

１ 
体育館及び広場 

管理事業 
19,636 

・市民体育館他管理業務委託     3,391千円 

・市民体育館アリーナ床研磨     8,208千円  

・北鹿島体育館雨漏り調査・補修   1,485千円 

・市民体育館前グラウンドほか工事  1,908千円 

・修繕料・消耗品ほか        4,644千円 

２ 
七浦海浜スポーツ公園 

管理事業 
4,559 

・施設管理等業務委託        2,629千円 

・修繕料・消耗品ほか         1,930千円 

３ 
北公園テニスコート 

管理事業 
10,474 

・施設管理等業務委託        4,946千円 

・ジャブジャブ池補修、ろ材取替   2,252千円 

・修繕料・消耗品ほか           3,276千円 

４ 体育施設管理作業事業 1,828 ・作業員賃金ほか 

５ 蟻尾山公園管理事業 85,250 

・指定管理、写真判定装置点検委託料 51,831 千円 

・市民球場バックスクリーン設置及び 

     内野グラウンド改修工事 32,009千円 

・修繕料ほか            1,410千円 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

○市民球場バックスクリーン設置            ○○市民球場内野グラウンド改修 

○主要施策 

・スポーツ施設の維持管理と効率的活用及び学校体育施設の有効利活用 

○成 果 

市内体育施設の改修や修繕を計画的、また迅速に実施することで、利用者が安心安全で快適に利用

出来るように努めた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成２９年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課 学校給食センター 

費 目 学校給食費 

事業費 

（千円） 
108,863 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   3,550 105,313 

○事業内容 学校給食には、児童生徒の心身の健やかな発達を支えるため、安全・安心でおいしい給食

を提供することが求められており、共同調理場方式で小中学校１９５日また中学校のみ夏季

５日の給食を実施した。 

小学校  ８校（うち分校１校）１，６４１食 

中学校  ２校                    ８０９食  

その他（学校職員ほか）          ２４５食 

                                           計           ２，６９５食 

 

米飯給食においては、平成１８年１１月から鹿島産の米を１００％使用している。 

平成２３年度から小学校、平成２４年度からは中学校の新学習指導要領に食育の推進が明記されてお

り、栄養士を中心として食育授業や給食訪問により食育の推進と指導に取り組んだ。 

夏休み期間を利用して、市内の児童・生徒及び保護者を対象とした親子料理教室を開催し親子１１組

２４人が参加し、栄養士と調理員の指導のもと、一緒に作る調理の楽しさや食の大切さを実感してもら

った。 

平成２６年度から調理・配送部門を民間委託に移行し、安全・安心でおいしい給食の安定供給を前提

とし、事業の効率化を図るようにした。なお、献立の作成、給食物資の調達・検査業務、調理の指示に

ついてはこれまでどおり市で対応している。 

施設面では調理場内の手洗場の給水栓を自動式の温水対応に変更するため、手洗自動水栓設置及び給

湯設備工事を行い設備の改善に努めた。 

 

○主要施策 

・豊かでバランスのとれた学校給食や食育を含めた健康教育と体力づくりの一層の充実に努める。 

・学校給食における地産地消の推進と施設設備の維持、改善を行う。 

○成  果 

新鮮な旬の食材を多く取り入れ、行事食や各学校のアンコール給食等によりおいしい給食を提供し、

食への関心が高められた。 

また、栄養士を中心とした食育授業・指導等により、子どもたちが自らの食生活を振り返り、食に関

する知識を深め、正しい食事の摂り方や望ましい食習慣の形成が図られた。 

 

○手洗自動水栓 

 

○センター見学 
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